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1. 2021年7月期の連結業績（2020年8月1日～2021年7月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年7月期 83 △92.5 △138 ― △133 ― △130 ―

2020年7月期 1,111 △48.9 △60 ― △68 ― △52 ―

（注）包括利益 2021年7月期　　△128百万円 （―％） 2020年7月期　　△55百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年7月期 △104.86 ― △21.2 △5.3 △165.1

2020年7月期 △42.39 ― △7.8 △2.5 △5.4

(注)潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年7月期 2,306 561 24.3 449.36

2020年7月期 2,747 668 24.3 538.70

（参考） 自己資本 2021年7月期 561百万円 2020年7月期 668百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2021年7月期 △136 △63 △194 1,571

2020年7月期 △269 △26 502 1,964

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年7月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― ―

2021年7月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 0 ― ―

2022年7月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 2022年 7月期の連結業績予想（2021年 8月 1日～2022年 7月31日）

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、現時点において業績予想を数値で示すことが困難な状況となっているため、

引き続き今期の業績予想を未定といたします。合理的な予測が可能となった時点で公表いたします。



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年7月期 1,263,360 株 2020年7月期 1,254,960 株

② 期末自己株式数 2021年7月期 13,741 株 2020年7月期 13,645 株

③ 期中平均株式数 2021年7月期 1,241,962 株 2020年7月期 1,240,877 株

（参考）個別業績の概要

2021年7月期の個別業績（2020年8月1日～2021年7月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年7月期 78 △92.7 △132 ― △131 ― △128 ―

2020年7月期 1,079 △49.8 △61 ― △71 ― △52 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2021年7月期 △103.18 ―

2020年7月期 △42.61 ―

注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年7月期 2,143 566 26.4 448.15

2020年7月期 2,626 671 25.6 534.89

（参考） 自己資本 2021年7月期 566百万円 2020年7月期 671百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表当時において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の不確定
要素により、実際の業績と異なる場合がありますので、ご了承ください。



1

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………２

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………２

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………２

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………３

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………３

（５）継続企業の前提に関する重要事象等 …………………………………………………………３

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………３

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………４

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………４

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………６

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………８

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………９

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………10

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………10

（追加情報） …………………………………………………………………………………………10

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………10

（１株当たり情報） …………………………………………………………………………………10

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………10

　



2

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における経営環境は、昨今の新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を大きく受け、引き続

き厳しい状況となりました。

そんな中、日本船に関しては、2020年11月より飛鳥Ⅱ、にっぽん丸、ぱしふぃっくびいなすの３船による運航が

再開されました。その後の複数回に及ぶ緊急事態宣言の発令等により、度々、運航を見合わせるという事態が生じ

ておりますが、引き続き運航を継続していく予定となっております。日本発着外国船に関しては、未だに運航が再

開されておりません。ただし、ワクチン接種が進むことによる世界的な経済の正常化が期待されているため、当社

といたしましては、年末年始をめどに運航が再開されることを見込んでおります。また、これまで運航を見合わせ

ていた船会社がアメリカ、ヨーロッパ、アジア等でクルーズの運航を続々と再開させており、徐々に正常化しつつ

あるという状況になってきております。

このような状況のもと、当社グループでは、日本船３船、日本発着外国船、フェリーの販売促進強化と、国内旅

行サイトの開発に注力してまいりました。日本船に関しては、国内旅行として扱われるためGo To トラベルキャン

ペーンの適用対象となり、11月の運航再開当初は多数のご予約をいただきました。その後、新型コロナウイルスの

感染拡大状況に左右されておりますが、継続的にご予約をいただいております。日本発着外国船に関しては、早期

の運航再開を見込み、船会社各社が大幅な値下げや還元率の高い特典を付ける等の大変お得なキャンペーンを行っ

たことに加え、当社独自のキャンペーンとしてAmazon電子ギフト券やオンボードクレジット（船上おこづかい）を

プレゼントする等の顧客還元を行いました。フェリーに関しては、一部Go To トラベルキャンペーンの適用対象と

なるものもあり、上期（2020年８月～2021年１月）においては多数のご予約をいただきました。さらに、下期

（2021年２月～７月）おいても、フェリーの取扱数を増やしたことや、フェリーページのUIを向上させたことによ

り、件数、金額ともに上期の２倍以上のご予約をいただくことができました。国内旅行サイトに関しては、2020年

８月より仮設の国内旅行検索ページをオープンし電話での受注を行ってまいりましたが、2021年４月に「バスツア

ー」の予約サイトをリリースし、目下、想定以上のご予約をいただいております。それに加え、「ホテル」、「国

内オリジナルツアー」、「ダイナミックパッケージ（DP）」、「航空券」のオンライン完結型の予約サイトの開発

を行ってまいりました。2021年末までをめどにこれらをリリースしていく予定となっております。

子会社のえびす旅館においては、OTA事業同様、厳しい外部環境に変わりはございませんが、頻繁に宿泊プランの

見直しを行うことにより稼働率向上を図ってまいりました。結果として、周辺の宿泊施設に比べ高い稼働率を維持

できております。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は83,947千円（前年同期比92.5％減）、営業損失は138,575千円（前年同期

は60,451千円の営業損失）、経常損失は133,332千円（前年同期は68,890千円の経常損失）、親会社株主に帰属する

当期純損失は130,230千円（前年同期は52,595千円の親会社株式に帰属する当期純損失）となりました。

なお、当社グループは、全セグメントの売上高合計額、営業損益の合計額に占める「旅行業」の割合がいずれも

90％を超えるため、セグメント情報の記載を省略しております。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末に比べて441,040千円減少し、2,306,569千円となりました。これ

は主に、投資その他の資産に含まれる投資有価証券が62,142千円増加した一方、現金及び預金が393,001千円、旅行

前払金が78,956千円、未収還付法人税等が44,490千円減少したことによります。

(負債)

当連結会計年度末の負債総額は前連結会計年度末に比べて333,877千円減少し、1,745,042千円となりました。こ

れは主に、長期借入金が222,849千円減少、旅行前受金が126,026千円減少したことによります。

(純資産)

当連結会計年度末の純資産は前連結会計年度末に比べて107,163千円減少し、561,527千円となりました。これは

主に、親会社株主に帰属する当期純損失の計上により利益剰余金が130,230千円減少したことによります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における各キャッシュ・フローとその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動による資金収支は、136,301千円の支出（前連結会計年度は269,403千円の支

出）となりました。これは主に、税金等調整前当期純損失127,605千円、旅行前受金の減少126,026千円、旅行前払

金の減少78,956千円、法人税等の支払額又は還付額43,171千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動による資金収支は、63,686千円の支出（前連結会計年度は26,790千円の支出）

となりました。これは主に、投資有価証券の売却による収入30,000千円があった一方で、投資有価証券の取得によ

る支出73,098千円、固定資産の取得による支出20,587千円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動による資金収支は、194,522千円の支出（前連結会計年度は502,671千円の収

入）となりました。これは主に、長期借入れによる収入250,000千円、新株予約権の行使による株式の発行による収

入19,984千円があった一方で、長期借入金返済による支出463,452千円があったことによるものであります。

以上により当連結会計年度における現金及び現金同等物は前連結会計年度に比べて393,001千円減少し、

1,571,651千円となりました。

（４）今後の見通し

2022年７月期（通期）の連結業績予想につきましては、今後の経済活動の正常化がどのタイミングで行われるか、ま

たそれにより日本発着外国船の運航再開がいつになるかを正確に把握できない状況にあるため、現時点において合理的

な業績予想を算出することが困難となっており2022年７月期の業績予想を一旦未定とさせていただきます。今後の業績

予想の開示が可能となった時点で速やかに開示いたします。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で作成す

る方針であります。

　なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年７月31日)

当連結会計年度
(2021年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,948,514 1,555,512

旅行前払金 291,400 212,444

未収入金 37,462 34,701

未収還付法人税等 44,771 281

その他 20,048 19,889

流動資産合計 2,342,197 1,822,828

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 78,378 78,378

工具、器具及び備品 1,844 1,844

土地 76,651 76,651

減価償却累計額 △6,538 △10,204

有形固定資産合計 150,336 146,669

無形固定資産

ソフトウエア 15,599 28,795

ソフトウエア仮勘定 28,200 26,631

のれん 31,864 29,546

無形固定資産合計 75,664 84,973

投資その他の資産

投資有価証券 151,830 213,972

その他 26,549 34,270

投資その他の資産合計 178,380 248,243

固定資産合計 404,381 479,887

繰延資産

株式交付費 1,031 ―

新株予約権発行費 ― 3,853

繰延資産合計 1,031 3,853

資産合計 2,747,610 2,306,569
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年７月31日)

当連結会計年度
(2021年７月31日)

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 269,646 279,043

未払金 1,799 7,911

未払法人税等 360 1,202

旅行前受金 323,363 197,337

その他 13,177 12,221

流動負債合計 608,346 497,715

固定負債

長期借入金 1,459,103 1,236,254

その他 11,469 11,072

固定負債合計 1,470,573 1,247,326

負債合計 2,078,919 1,745,042

純資産の部

株主資本

資本金 292,483 302,515

資本剰余金 208,983 219,015

利益剰余金 205,442 75,211

自己株式 △34,929 △35,144

株主資本合計 671,979 561,597

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3,288 △1,171

その他の包括利益累計額合計 △3,288 △1,171

新株予約権 ― 1,102

純資産合計 668,690 561,527

負債純資産合計 2,747,610 2,306,569
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2019年８月１日
　至 2020年７月31日)

当連結会計年度
(自 2020年８月１日
　至 2021年７月31日)

売上高 1,111,508 83,947

売上原価 875,015 49,853

売上総利益 236,493 34,094

販売費及び一般管理費 296,945 172,669

営業損失（△） △60,451 △138,575

営業外収益

受取利息 3,009 1,828

受取配当金 0 287

為替差益 ― 1,508

受取手数料 1,782 ―

受取補償金 2,202 2,703

助成金収入 4,000 7,800

その他 739 178

営業外収益合計 11,735 14,307

営業外費用

支払利息 7,993 7,809

株式交付費償却 1,547 1,031

新株予約権発行費償却 ― 110

投資有価証券評価損 8,819 ―

その他 1,813 113

営業外費用合計 20,174 9,064

経常損失（△） △68,890 △133,332

特別利益

投資有価証券売却益 ― 15,000

特別利益合計 ― 15,000

特別損失

和解金 9,272

特別損失合計 ― 9,272

税金等調整前当期純損失（△） △68,890 △127,605

法人税、住民税及び事業税 915 3,385

法人税等還付税額 △21,558 ―

法人税等調整額 4,347 △760

法人税等合計 △16,295 2,625

当期純損失（△） △52,595 △130,230

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △52,595 △130,230
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2019年８月１日
　至 2020年７月31日)

当連結会計年度
(自 2020年８月１日
　至 2021年７月31日)

当期純損失（△） △52,595 △130,230

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,034 2,116

その他の包括利益合計 △3,034 2,116

包括利益 △55,629 △128,113

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △55,629 △128,113

非支配株主に係る包括利益 ― ―
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自2019年８月１日 至2020年７月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他

有価証券

評価差額金

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 286,836 203,336 258,037 △34,573 713,637 △254 △254 - 713,382

当期変動額

新株の発行（新株予約権

の行使）
5,646 5,646 11,293 11,293

親会社株主に帰属する当

期純損失（△）
△52,595 △52,595 △52,595

自己株式の取得 △356 △356 △356

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）
△3,034 △3,034 △3,034

当期変動額合計 5,646 5,646 △52,595 △356 △41,657 △3,034 △3,034 △44,691

当期末残高 292,483 208,983 205,442 △34,929 671,979 △3,288 △3,288 - 668,690

　当連結会計年度(自2020年８月１日 至2021年７月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他

有価証券

評価差額金

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 292,483 208,983 205,442 △34,929 671,979 △3,288 △3,288 668,690

当期変動額

新株の発行（新株予約権

の行使）
10,031 10,031 20,063 20,063

親会社株主に帰属する当

期純損失（△）
△130,230 △130,230 △130,230

自己株式の取得 △215 △215 △215

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）
2,116 2,116 1,102 3,219

当期変動額合計 10,031 10,031 △130,230 △215 △110,382 2,116 2,116 1,102 △107,163

当期末残高 302,515 219,015 75,212 △35,144 561,597 △1,171 △1,171 1,102 561,527
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2019年８月１日
　至 2020年７月31日)

当連結会計年度
(自 2020年８月１日
　至 2021年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △68,890 △127,605

減価償却費 10,224 10,712

のれん償却額 2,317 2,317

投資有価証券売却損益（△は益） ― △15,000

投資有価証券評価損益（△は益） 8,819 ―

受取利息及び受取配当金 △3,009 △2,115

支払利息 7,993 7,809

為替差損益（△は益） 1,085 △1,508

助成金収入 △4,000 △7,800

和解金 ― 9,272

旅行前受金の増減額（△は減少） △482,123 △126,026

旅行前払金の増減額（△は増加） 281,906 78,956

未収入金の増減額（△は増加） 74,180 7,441

未払金の増減額（△は減少） △29,284 4,058

未払費用の増減額（△は減少） △10,075 △1,323

その他 △3,174 △8,130

小計 △214,030 △168,940

利息及び配当金の受取額 2,246 1,349

利息の支払額 △7,993 △7,809

助成金の受取額 4,000 5,200

和解金の支払額 ― △9,272

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △53,626 43,171

営業活動によるキャッシュ・フロー △269,403 △136,301

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △21,290 △20,587

投資有価証券の償還による収入 12,000 ―

投資有価証券の取得による支出 △17,500 △73,098

投資有価証券の売却による収入 ― 30,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,790 △63,686

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,042,229 250,000

長期借入金の返済による支出 △550,495 △463,452

自己株式の取得による支出 △356 △215

新株予約権の行使による株式の発行による収入 11,293 19,984

新株予約権の発行による収入 ― 1,181

新株予約権の発行による支出 ― △2,020

財務活動によるキャッシュ・フロー 502,671 △194,522

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,085 1,508

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 205,391 △393,001

現金及び現金同等物の期首残高 1,759,261 1,964,653

現金及び現金同等物の期末残高 1,964,653 1,571,651
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(追加情報)

新型コロナウイルス感染症の収束時期について、現時点で見通しを立てることは困難でありますが、翌連結会計

年度末まではワクチン接種の進捗状況に応じ、徐々に回復に向かうと仮定して、当連結会計年度の会計上の見積も

りを行なっております。

また、当社は、雇用調整助成金等が営業費用から純額表示されており、純額処理されている雇用調整助成金等の

金額は26,336千円となります。

なお、将来における実績値に基づく結果は、これらの見込み及び仮定とは異なる可能性があります。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

　前連結会計年度（自 2019年８月１日 至 2020年７月31日）

　当社グループは、全セグメントの売上高の合計額、営業損益の合計額に占める「旅行業」の割合がいずれも90％を超

えているため、記載を省略しております。

　当連結会計年度（自 2020年８月１日 至 2021年７月31日）

　当社グループは、全セグメントの売上高の合計額、営業損益の合計額に占める「旅行業」の割合がいずれも90％を超

えているため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2019年８月１日
至 2020年７月31日)

当連結会計年度
(自 2020年８月１日
至 2021年７月31日)

１株当たり純資産額 538円70銭 449円36銭

１株当たり当期純損失（△） △42円39銭 △104円86銭

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損失であ

るため記載しておりません。

２．１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2019年８月１日
至 2020年７月31日)

当連結会計年度
(自 2020年８月１日
至 2021年７月31日)

１株当たり当期純損失

親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円) △52,595 △130,230

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株主に係る親会社株主に帰属する当期純損失（△）
(千円)

△52,595 △130,230

普通株式の期中平均株式数(株) 1,240,877 1,241,962

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


